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愛知県環境影響評価審査会浜松湖西豊橋道路部会 会議録

１ 日時 2022 年（令和４年）２月 17 日（木）午前 10 時から午前 11 時まで 

２ 場所 愛知県自治センター６階 602 会議室 

３ 議事 

（１）部会長の選任について 

（２）浜松湖西豊橋道路計画段階環境配慮書について 

４ 出席者 

（１）委員 

   大石委員、夏原委員 

【オンライン出席】 

 中野部会長、岡村委員、上島委員、葉山委員、櫃田委員 

 （以上７名） 

（２）事務局 

環境局： 

小野技監 

環境局環境政策部環境活動推進課： 

 谷口課長、戸田担当課長、鈴木課長補佐、國立主査、中村主任、大島技師 

 （以上７名） 

（３）事業予定者等 

 ３名 

５ 傍聴人 

 なし 

６ 会議内容 

（１）開会 

（２）議事 

  ア 部会長の選任について 

   ・ 資料１について、事務局から説明があった。 

・ 部会長について、中野委員が互選により選出された。 

・ 部会長代理について、中野部会長が櫃田委員を指名した。 

・ 会議録の署名について、中野部会長が岡村委員と上島委員を指名した。 

イ 浜松湖西豊橋道路計画段階環境配慮書について 

・ 資料２から資料４及び参考資料２について、事務局から説明があった。 

＜質疑応答＞ 

【夏原委員】部会報告の３について、案①のルート上には、自然公園が存在することか

ら、景観や人と自然との触れ合いの活動の場に対する影響が懸念されること
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を指摘するべきと考えるがいかがか。 

【事 務 局】ご指摘を踏まえて、部会報告案を修正したい。その修正文案については、

事務局で作成した上で夏原委員にご確認いただき、その後、中野部会長に御

確認いただく形としたいがよろしいか。 

【夏原委員】了解した。 

【葉山委員】道路が建設されると、自動車の走行に伴う大気質の影響もあるが、騒音に

関する影響も懸念される。今回の配慮書においては、騒音についてどのよう

に評価されているのか。 

【事 務 局】配慮書の計画段階配慮事項として自動車の走行による大気質及び騒音が選

定されており、案①及び②の予測・評価では「ルート帯は、学校や病院等の施

設及び人口集中地区を一部通過するものの概ね回避します。」と予測されてお

り、案③では「ルート帯は、学校や病院等の施設を一部通過するものの概ね

回避します。」と予測されている。現在、ルート帯の幅は１km となっているこ

とから、全ての案において、「今後の具体的なルートの位置や道路構造を決定

する段階において、できる限り影響を回避・低減する検討が可能です。」と評

価されている。 

また、ルート帯案の検討に当たっては、住居が密集している人口集中地区

をできる限り回避する観点で計画がされている。実際の住居の状況について

は、前回の審査会で質問をいただいており、その状況を資料３の別添資料で

お示しさせていただいている。 

なお、環境影響評価の準備書の段階では、自動車の走行に伴う騒音の予測

結果が示され、生活環境に与える影響の程度が評価されることとなる。その

騒音の状況によっては、例えば防音壁の設置などの環境保全措置を求めてい

くことが想定される。 

【大石委員】道路が建設されると、物理的な分断だけではなく、文化的な分断が起こり

得る。仮に、伝統的な祭りがある地区などを分断してしまうなどの影響はど

こで検討されるのか。 

【事業予定者】現段階では、道路構造が決まっていないが、その構造によっては、ご指

摘いただいた懸念が起こり得る。 

現在は、既存文献で調査をしている段階であり、今後、準備書や評価書の

作成に向けて、詳細な調査を進めていくこととなる。こうした調査の中で文

化的な状況も把握しながら、道路構造で配慮できることは配慮していきたい

と考えている。 

【櫃田委員】本道路事業は、市街地を通る可能性があり、今後、住居等が集中していく

地区を通ることも想定される。現地視察の際、本道路事業については供用開

始までにかなりの期間を要すると聞いたため、住居等が集中していく可能性

を意識した検証があっても良いかと考える。 

【事 務 局】ご指摘のとおり、事業期間が長期にわたる場合は、環境影響評価を行った

時点での状況と、供用開始時の状況が変わる可能性があることに留意するべ

きと考える。なお、直近の環境影響評価の事例としては、名岐道路について

環境影響評価の手続と並行して都市計画の手続が行われている。本事業につ

いても、同様に都市計画道路として決定される可能性が高く、その場合、道

路が建設される地域であることが前提となるため、騒音等の影響を受ける住

民等が集中するような状況は避けられると考える。 
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【中野部会長】事務局から説明のあった部会報告（案）について、夏原委員からの意見

を踏まえた修正をした上で部会報告とする必要がある。その修正内容につい

ては、夏原委員の確認を経た上で、私に一任いただくこととしてよろしいか。 

（委員から意見等はなし） 

【中野部会長】異議なしとされたので、表現方法については夏原委員と私に一任いただ

くこととする。 

（３）閉会 


